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ADPISAとは

⻘⼭・情報システムアーキテクト育成プログラム
Aoyama Development Program for Information 
Systems Architect

p 特徴
l ⻘⼭学院⼤学が提供する社会⼈向けの

教育プログラム
l 2017年度に発⾜し、2019年度から講義開催
l 学校教育法で定められた履修証明プログラム。

公式な履歴書に履歴として記載可能
l さらに⽂科省、厚労省から認定済み
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⻘⼭学院⼤学社会情報学部とADPISA

l⽂理融合教育、実践的問題解決教育 
を指向しており、情報システム⼈材
育成はその⼀つの柱です

lADPISAにより、次代を担う情報シス
テム⼈材の育成・交流の拠点となる
ことを⽬指しています



情報システム（IS）アーキテクトとは

p 「⾔われたものをIT技術を使っ
て構築する」というITアーキテ
クトではない

p 「ビジネスの現場を知り、何を
作ればよいかを⼀緒に考える」
という姿勢を重視し、それを推
し進める専⾨⼈材

p DX推進スキル標準(DSS-P)の
ビジネスアーキテクトとほぼ同
じ考え⽅
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ITアーキテクト:
狭義の情報シス
テムを対象

広義の情報システム

ビジネス組織、
社会

⼈間
（利害関係者）

情報技術(IT)を
使ったシステム
(狭義の

情報システム)

ISアーキテクト:
組織、⼈の活動も含めた広
義の情報システムを対象



ADPISAの教育プログラム構成
p ISアーキテクトの育成を最終⽬標に、3つの教育プログラムを設
置
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エントリ

ミドル

ハイ
（⾼度IT⼈材）

レベル１

レベル２

レベル３

レベル４

レベル５

2021年度 2022年度から 受講想定者

ADPISA-F

ADPISA
ADPISA-H

ADPISA-M

ADPISA-E

• 企業でのDXプログラムの主役になりたい⼈
• ⾃分の組織をチェンジしたいと思っている⼈

• IT業界でITの知識はあるが、業務に活かす⽅法
を⾝に着け、⾃分でキャリアを開きたい⼈

• ユーザ企業に勤め、これまでITを学んだ経験は
ないが、今後業務等で必要になる⼈



ADPISAのプログラム構成（5）

p ISアーキテクト育成を最終⽬標に、三つの教育プログラム設置

7



2024年度の
ADPISA-Eのプログラム
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2024年度ADPISA開催スケジュール
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年 2024年（令和6年） 2025年
⽉ 3⽉ 4⽉ 5⽉ 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3月

ADPISA
E

ADPISA
M

ADPISA
H

プログラム実施
6月～11月

受講生

募集

受講生
募集

プログラム実施
9月～2月

プログラム実施
6月～11月

受講生

募集



詳細スケジュール

p ADPISA-E
l キックオフ 9⽉21⽇（⼟）
l 開講期間 9⽉28⽇（⼟）〜2⽉1⽇（⼟）
• 講義は⼟曜⽇午前・午後

l 修了式 2⽉22⽇（⼟）
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講義が⾏われる教室の場所
p ⻘⼭キャンパス
p ⻘⼭キャンパスの近くま
たは渋⾕駅周辺の会場

11



ADPISA-E 授業科⽬・担当講師
令和２年度「就職・転職⽀援のための⼤学リカレント教育推進事業（就職・転職⽀援のためのリカレント教育プログラムの開発・実施）」企画提案書（a︓求職⽀援）(P12)

必修／選択 科⽬名 時間数 対⾯/遠隔 企業連携予定 双⽅向か 担当教員
IT実践⼒強化科⽬群

必修 楽しく学べるプログラミング⼊⾨ 9.0 対⾯ 双⽅向 吉⽥（⼤学）

情報システム科⽬群
必修 情報システム（エントリ編） 7.5 対⾯ 双⽅向 宮川（⼤学）
必修 情報システム分析基礎 15.0 対⾯ 双⽅向 松澤（⼤学）
必修 プロジェクトマネジメント基礎 7.5 遠隔 オンデマンド LT社再委託

IT基礎科⽬群 佐藤（PJ教員）

必修 最新ITトレンドとITビジネス 3.0 遠隔 オンデマンド 居駒（⼤学）

必修 情報処理の基礎（名称変更） 12.0 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託
必修 ネットワーク基礎とLAN構築実習 15.0 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託
必修 ネットワークセキュリティの基礎 7.5 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託
必修 データベースの基礎 15.0 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託
必修 アルゴリズムとプログラミングの基礎 15.0 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託

IT職種対応科⽬群 佐藤（PJ教員）
必修 職種対応科⽬の受け⽅ 3.0 遠隔 双⽅向 居駒（⼤学）
選択必修 Webデザイナー

10.0 

遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託
選択必修 プログラマ 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託
選択必修 SE 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託
選択必修 クラウドサーバー管理者 遠隔 オンデマンド ベネッセ社再委託

キャリアデザイン科⽬群
必修 キャリアデザイン（名称変更） 9.0 遠隔 双⽅向 ⼭⼝（PJ教員）

必修合計 128.5 



2023年度 ADPISA-E

求職者

スキルアップ

転職希望 オリエンテー
ション

ライフデザイ
ン

キャリアコーチによるコーチング

ライフデザイン

学びの場
作り

IT実践⼒
強化科⽬群

IT基礎科⽬群

IT職種対応科⽬群

ITの⾯⽩さ
発⾒

ITの基礎知識
スキルの修得

キャリアプラン
⽣成

IT技術者として
就職、転職

より⾼度な学びを
⾃律的に継続
できるマインド

⼤学院

ADPISA

⽣涯的な
学びの継続

選択科⽬決定

テクニカルコーチによるコーチング

メンタリング インターンシップ

受講⽣コミュニ
ティへの参加

ADPISA-E プログラムの全体像
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ADPISAでのコーチング

• ⽬的
（１）多様な背景・ニーズに対応し円滑な受講を⽀援するため
（２）修了後のキャリアや学びの継続を実現するため
• 内容
キャリアコーチング
・個⼈のスキルや経験、価値観、興味関⼼などをもとに、理想的なキャリアの選択（就職、
転職、キャリアチェンジなど）について考えたり、相談したりする
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楽しく学べるプログラミング⼊⾨

•背景
• ITの初⼼者がいきなり「情報処理の基礎」を
学ぶと拒否反応が起こりがちなため、楽しく
学ぶことを⽬標とした科⽬を設置

•科⽬の内容
• Webブラウザ上で動作するブロックプログラ
ミング環境を⽤いてプログラミングを体験
• プログラミングで作成した模様をミシンで布
に刺繍
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募集⼈員
60名（2/3以上を⼥性とする）（定員を超える場合には選考を⾏います。）

開講期間
2024年 9 ⽉ 28 ⽇（⼟）〜 2025 年 2 ⽉ 1 ⽇（⼟）
・12⽉28⽇、1⽉4⽇は冬季休業
・9⽉21⽇（⼟）にキックオフ、2⽉22⽇（⼟）に終了式あり

受講料
法⼈受講︓400,000円（⾮課税）
個⼈受講︓160,000円（⾮課税） → 教育訓練給付⾦で最⼤70%還元されます

履修証明書
本プログラムは、⻘⼭学院⼤学履修証明制度に対応しています。修了要件を満たした⽅には、学校教育基
本法に基づく履修証明制度により履修証明書が交付されます。
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ADPISA-E 募集要項

定員 30名（受講⽣の2/3以上を⼥性とする。受講希望者が定員を超えたときは選考予定）

応募資格 ⾼校卒業以上で就労経験のある⽅



出願資格
・⾼校卒業以上（資格認定含む）、かつ就労経験のある⽅

出願書類
受講申込書（学歴、職歴、志望動機）

出願⼿続き及び期間
2024 年 7 ⽉ 12 ⽇（⾦）〜 2023 年 7 ⽉ 19 ⽇（⾦）23:59

選考基準
受講申込書の内容により、以下の項⽬に当てはまる⽅を優先して選考します。
（優先度の⾼い順）
・ITの基礎を学んだことがないが、ITスキルの習得が求められている⽅
・⾃律的な働き⽅や学びを継続したいと考えている⽅
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ADPISA-E 募集要項

定員 30名（受講⽣の2/3以上を⼥性とする。受講希望者が定員を超えたときは選考予定）

応募資格 ⾼校卒業以上で就労経験のある⽅



教育訓練給付制度とは

pキャリアップ・キャリアチェンジを⽬指す労働者のた
めの給付制度です

p法⼈申込で企業が受講料を負担する場合は、この制度
の適⽤外です

p法⼈の場合、下記の助成⾦が使える場合があります
l ⼈材開発⽀援助成⾦
l ⼈材確保等⽀援助成⾦
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ADPISAの特長(2)
教育訓練給付金対象

� ADPISA-HおよびADPISA-M(予定)
� 文部科学省の「職業実践力育成
プログラムに認定

� 厚生労働省の教育訓練給付金
対象の教育プログラム（特定一
般教育訓練給付金、専門実践
教育訓練給付金）に認定

� 修了者には最大70%の給付金20
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法⼈向けプログラム
ADPISA PLUS
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個別の法⼈のニーズに対応します

•企業・組織対応のカスタムメイド教育プログラム提供
(ADPISA-PLUS)
•特定企業・組織への教育実施
• 特定企業・組織向けの教育を実施。平⽇、オンサイト実施予定
• ADPISA側の実施可能なメニューから、企業側が選ぶ⽅法を想定

•さらに、共同研究や、ソリューション等もスコープ
• 個々の役務ごとの契約ではなく、教育プログラムを含めた包括的な
契約を結ぶ⽅向

•全国展開ではなく、地域連携
•⼤学キャンパスのある東京都、神奈川県を中⼼に展開
•各⾃治体、労働局との連携、都県内の企業にアプローチ
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企業連携︓連携のパターン
p パターン１︓特定企業向けにADPISAをカスタムメイド

l ⼤⼿製造業N社との連携事例
• ADPISA-M、ADPISA-Hの科⽬を融合（履修証明プログラムとして実施）
• N社の実態に即した実地演習科⽬の新設
• 毎年1015名程度の受講

p パターン２︓特定ADPISA科⽬の企業内での実施
• ADPISAで実施している科⽬のうち企業で必要な科⽬を就業時間内に実施
• 就業⽇にADPISA講師を企業に派遣して実施するパターンを想定

p パターン３︓ADPISAプログラムの受講者を企業が派遣
l ユーザ系IT会社B社との連携事例

• 毎年12名の受講者をADPISAに派遣
l ITベンダーC社の事例

• ADPISAプログラムの紹介を全社員（1万⼈規模）に周知
• ⾃発的学習者としてADPISAに参加 24



応募に関する注意事項とFAQ
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応募に関する注意事項

• 受講申込フォームは履歴書と同じです。記⼊項⽬を正確に記⼊
してください
• 最終学歴は学校名と学部・学科名です。⾼卒の場合は⾼校の名
前を書いてください
• 職歴は現在から就労時点までさかのぼって５つまで書いてくだ
さい
• 受講の動機は200⽂字以上書いてください
• すでに申し込んだ⽅でも訂正できます。再度エントリしていた
だいても結構です。
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Q 年齢制限（上限）はありますか︖
A ありません

Q ⼦どもがいますが参加できますか︖
A 参加できます（講義そのものの進⾏に影響がない限り）

Q 育休中ですが参加できますか︖
A 参加できます（「仕事がある⼈」という扱いになります）

よくある質問と答え（1）
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よくある質問と答え（2）

Q 国籍による制限はありますか
A 制限はありません（ただし学籍登録には国籍が必要です）

Q 受講⽣の平均年齢は何歳ぐらいですか
A 40歳ぐらいです

Q 授業後の課題はどのくらいありますか
A 平⽇就業中の⽅を前提とするため多くはありません。

 IT科⽬の復習は、習熟度によって時間がかかる場合があります
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Q ⾼卒認定でもいいですか︖
A いいです（就労経験が必要です）

Q 説明会に参加できませんでしたが申込できますか
A できます

Q 倍率はどのくらいですか
A これまでの例ですと、2.5〜4倍程度です

よくある質問と答え（3）
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よくある質問と答え（4）

Q どんな資格が取れますか
A  ⾃動的に取れる資格はありません
• 修了後に挑戦可能な資格としては、ITパスポート、基本情報技
術者（以上国家資格）のほか、AWS認定、Oracle認定Javaプ
ログラマ、Python3エンジニア認定基礎等の⺠間の資格があり
ます

Q 図書館は使えますか
A 受講⽣証を発⾏しますので、それにより図書館を使えます
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よくある質問と答え（5）

Q ⽋席したら録画の視聴はできますか
A  講義の種類により、できるものとできないものがあります

Q ⻘⼭キャンパスでの講義で、PC持参は必要ですか
A ⼤学で貸し出しはできますが、できれば持参してください
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受講申込について

7/12（⾦）から7/19（⾦）まで受付しています。

お申し込み、お問い合わせ先︓
下記のページからリンクしています

https://adpisa.si.aoyama.ac.jp/adpisa-e/

お申し込みをお待ちしています
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